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第
２
回
社
保
講
習
会
開
く

算
定
要
件
の
カ
ル
テ
記
載
も
解
説

淀
川
花
火
大
会

観
覧
を
企
画

社保研究部

協
同
組
合
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

東部地区

口腔内スキャナで
実習講習会　　　

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
10
月

19
日
に
Ci
メ
デ
ィ
カ
ル
新
大

阪
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
、
口
腔

内
ス
キ
ャ
ナ
を
使
用
し
た
実

習
講
習
会
を
開
き
、
６
人
が

参
加
し
た
。
Ci
メ
デ
ィ
カ
ル

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
機
器
の

説
明
の
あ
と
、
６
台
用
意
さ

れ
た
口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
を
使

い
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
デ

ー
タ
の
入
力
や
顎
模
型
を
使

用
し
た
実
習
を
行
っ
た
。

　

た
だ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
を

取
る
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
補
綴
物
の
自
動
設
計
や

　

最
近
、
歯
科
技
工
士
不
足
な
ど
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
新
聞

や
Ｔ
Ｖ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
技
工
物
の
安
定
供
給
と

継
承
の
問
題
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
も
視
野
に
課
題
を

整
理
し
よ
う
と
10
月
８
日
、
拡
大
政
策
部
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
府
技
工
士
会
と
の
懇
談
内
容
を
参
考
に
し
た
。

　

社
保
研
究
部
は
、
10
月
18

日
社
保
講
習
会
を
開
催
し
50

人
が
参
加
し
た
。
本
講
習
会

は
、
２
０
２
４
年
診
療
報
酬

デ
ー
タ
を
使
用
し
歯
科
矯
正

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も

活
用
で
き
る
な
ど
の
解
説
な

ど
も
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
機
材
の

大
き
さ
や
重
さ
な
ど
を
実
際

に
比
較
出
来
て
よ
か
っ
た
」

「
大
き
な
買
い
物
な
ど
で
家

族
と
相
談
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
た
。

　

会
議
に
は
、
政
策
部
か
ら

小
澤
力
理
事
長
、
戸
井
逸
美

副
理
事
長
、
米
永
哲
朗
理

事
、
新
聞
部
か
ら
斎
賀
史
郎

理
事
、「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
大
阪
連
絡

会
」
か
ら
西
川
勝
美
歯
科
技

工
士
が
出
席
し
た
。
ま
た
、

報
道
関
係
者
か
ら
の
申
し
出

を
了
承
し
、
１
人
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
と
し
て
参
加
し
た
。

技
工
報
道
の

技
工
報
道
の

内
容
を
討
議

内
容
を
討
議

　

こ
の
間
、
歯
科
技
工
士
は

低
賃
金
・
長
時
間
労
働
に
よ

っ
て
担
い
手
が
減
少
し
て
お

り
、
入
れ
歯
難
民
が
生
ま
れ

か
ね
な
い
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
国
民
の
関
心
事
に

も
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
受
け
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
各
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
で

も
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。

10
月
８
日
に
は
テ
レ
ビ
大
阪

「
や
さ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」
で

歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て
放

送
が
あ
り
、
昨
年
協
会
が
取

り
組
ん
だ
府
内
約
１
２
０
０

歯
科
技
工
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
小
澤
理
事
長
が

取
材
に
対
応
、
番
組
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

正
確
な
情
報
発
信

正
確
な
情
報
発
信

を
求
め
る

を
求
め
る

　

番
組
視
聴
後
に
意
見
交
換

し
、
問
題
点
を
あ
げ
た
。
番

組
で
は
、
歯
科
技
工
士
減
少

の
背
景
に
は
技
工
業
界
の
経

営
難
、
そ
の
原
因
と
し
て
低

い
公
定
価
格
と
材
料
費
の
高

騰
が
あ
る
と
し
、
取
材
を
受

け
た
歯
科
技
工
士
は
材
料
費

の
高
騰
が
歯
科
技
工
所
の
経

営
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
主

張
し
て
い
た
。

　

保
険
技
工
で
は
材
料
費
は

歯
科
医
院
が
負
担
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

自
費
技
工
で
し
か
起
こ
り
得

な
い
。
番
組
は
低
い
公
定
価

格
と
不
透
明
な
価
格
決
定
も

問
題
に
し
て
お
り
、
保
険
技

工
の
話
題
か
ら
入
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
視
聴
者
は

「
保
険
技
工
士
の
苦
境
＝
材

料
費
高
騰
」
と
誤
認
し
か
ね

な
い
。
低
診
療
報
酬
こ
そ
が

問
題
の
本
質
で
あ
り
、
こ
う

し
た
誤
解
を
防
ぐ
正
確
な
情

報
発
信
を
求
め
る
必
要
性
が

確
認
さ
れ
た
。

改
定
で
の
変
更
点
を
中
心

に
、
基
礎
の
学
習
を
目
的
に

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
。
２

回
目
は
、
処
置
・

リ
ハ
ビ

リ
、
手
術
、
歯
周
治
療

に
つ
い
て
『
歯
科
保
険

診
療
の
研
究
』
を
テ
キ

ス
ト
に
解
説
し
た
。

　

手
術
で
は
、
手
術
の

原
則
で
あ
る
同
一
手
術

野
・
同
一
病
巣
で
は
主

た
る
手
術
の
み
を
算
定

す
る
こ
と
を
お
さ
え
、

主
た
る
手
術
と
従
た
る

手
術
が
算
定
で
き
る
場

合
の
例
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
移
植
手
術
に
あ

た
っ
て
の
具
体
的
な
算

定
や
そ
の
他
各
手
術
の
算
定

要
件
を
お
さ
え
解
説
し
た
。

歯
周
治
療
で
は
、
全
症
例
に

つ
い
て
歯
周
精
密
検
査
が
実

施
さ
れ
て
い
る
医
院
が
過
去

に
個
別
指
導
で
指
摘
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歯
周
病
検
査
の
要
件
を
確

認
し
た
。
日
本
歯
科
医
学
会

が
示
し
た
「
歯
周
病
の
治
療

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
」
を
も
と
に
作
成
し
た
歯

周
治
療
の
基
本
的
な
流
れ
に

つ
い
て
、
矢
印
が
非
常
に
重

要
だ
と
し
、
基
本
的
な
流
れ

に
沿
っ
て
治
療
を
す
す
め
る

こ
と
を
推
奨
し
た
。

　

ま
た
、
病
名
や
主
訴
が
重

　

協
同
組
合
は
10
月
18
日
に

恒
例
の
「
淀
川
花
火
大
会
観

覧
企
画
」
を
開
催
し
、
保
険

医
協
会
の
医
科
・
歯
科
医
師

を
は
じ
め
、
ご
家
族
や
医
療

機
関
ス
タ
ッ
フ
な
ど
総
勢
１

６
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
花

火
大
会
が
、
万
博
の
影
響
で

10
月
の
開
催
で
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
参
加
者
は
カ

ッ
パ
を
着
用
し
な
が
ら
会
場

に
集
い
、
華
や
か
な
花
火
の

要
と
し
１
号
用
紙
や
カ
ル
テ

記
載
に
つ
い
て
も
説
明
し

た
。
近
藤
正
、
玉
川
明
弘
、

藤
井
佐
都
樹
各
社
保
研
究
部

員
が
講
師
を
務
め
た
。

◇　

◇　

◇　

◇

第
３
回
社
保
講
習
会

　

11
月
１
日
（
土
）
午
後
６

時
〜
８
時
『
歯
冠
修
復
・
ブ

リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
、
在
宅

医
療
』

早
見
表

12
月
版
発
行

　

10
月
17
日
の
中
医
協
で
、

歯
科
用
貴
金
属
価
格
の
随
時

改
定
が
決
ま
り
、
保
団
連
は

『
新
点
数
早
見
表
２
０
２
５

年
12
月
版
』
を
11
月
末
に
発

行
す
る
。
12
月
版
は
ブ
リ
ッ

ジ
保
険
適
応
一
覧
を
含
む
12

頁
の
冊
子
の
体
裁
と
な
る

（
関
連
１
面
）
。

ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し

だ
。雨

に
映
え
る

雨
に
映
え
る

幻
想
の
光

幻
想
の
光

　

会
場
で
は
、
ホ
テ
ル
シ
ェ

フ
に
よ
る
豪
華
な
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
形
式
の
食
事
が
用
意
さ

れ
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や
旬

の
魚
料
理
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど

多
彩
な
料
理
が
並
ん
だ
。
参

加
者
は
美
味
し
い
料
理
を
味

わ
い
な
が
ら
歓
談
し
、
花
火

の
打
ち
上
げ
を
心
待
ち
に
し

ま
し
た
。
夜
空
に
花
火
が
咲

き
誇
る
と
歓
声
が
上
が
り
、

雨
に
霞
む
光
が
幻
想
的
な
光

景
を
描
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
雨
で
も
感
動
的
だ

っ
た
」
「
料
理
も
花
火
も
満

喫
で
き
た
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

インストラクターから
説明を受ける受講者　

Ci
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
、
大
阪
市　
　

口内・腸内細菌の意外なお仕事
―健康長寿への道―

日時 　11月30日（日）
　　　［開場９：30］10：00～16：10

会場 　グランキューブ大阪10F
　　　（大阪府立国際会議場）大阪市北区中之島5丁目3－51

申込受付中
下記２次元コードより
お申し込みください

植
うえ の

野 高
たかあき

章氏
大阪医科薬科大学口腔外科教授
1988年岡山大学歯学部卒業。岡山大
学歯学部附属病院、米国ワシントン大
学（シアトル）歯学部留学などを経
て、2011年より大阪医科薬科大学医
学部口腔外科学教室教授。

入
いりえ

江 潤
じゅんいちろう

一郎氏
関西医科大学糖尿病科診療教授
1996年慶応義塾大学医学部卒業。慶
應義塾大学病院、米国ピッツバーグ大
学医学部研究員、北里研究所病院など
を経て、2024年より関西医科大学第
二内科診療教授。

現状と課題を整理現状と課題を整理
を開催―を開催―

第10回　日常診療経験交流会 主催：大阪府保険医協会・大阪府歯科保険医協会

●記念企画【13：15～】 ※市民の方もご参加いただけます。

口から始まる健康寿命～口内フローラ～ ここまでわかってきた腸内細菌と健康の化学

参加無料


